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テ
レ
ビ
や
新
聞
の
報
道
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
一
色
か
ら
少
し
ず
つ
他

の
話
題
も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
感
染
が
終
息
し
た
わ

け
で
は
な
く
、
第
２
波
、
第
３
波
な
ど
の
危
険
性
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
予
防
へ

の
注
意
が
必
要
で
す
。
こ
の
ホ
ー
ム
だ
よ
り
で
は
、
コ
ロ
ナ
関
係
の
最
新
情
報

を
お
伝
え
す
る
の
は
少
し
難
し
い
の
で
、
感
染
症
全
般
と
そ
の
予
防
と
い
う
内

容
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
こ
と
に
も
触
れ
な
が
ら
、
書
い
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
感
染
症
と
は
、
病
原
体
が
体
内
に
侵
入
し
て
お
こ
る
病
気
で
す
。
ウ
イ
ル
ス

は
こ
の
病
原
体
の
一
つ
で
、
細
菌
な
ど
に
比
べ
て
も
極
め
て
小
さ
く
、
細
胞
を

持
ち
ま
せ
ん
。
自
分
自
身
で
は
増
殖
で
き
ず
、他
の
生
物
の
細
胞
内
に
侵
入
し
、

そ
の
細
胞
に
自
分
（
ウ
イ
ル
ス
）を
複
製
さ
せ
て
増
え
て
い
き
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
こ
の
ウ
イ
ル
ス
の
一
つ
で
、
40
数
種
類
あ
る
よ
う
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
は
人
に
病
気
を
起
こ
す
も
の
が
6
種
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
病
原
性
の
あ
る
7
種
目
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

で
、
正
式
名
称
がSA

RS-C
oV
-2

（SA
RS

関
連
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
2
）
で

す
。
な
お
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
が
、C

O
V
ID
-19

（
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）
と
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
病
原
体
の
感
染
経
路
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
日
常
的
に
注
意
が
必
要
な

の
は
次
の
３
つ
で
し
ょ
う
。

⑴
接
触
感
染
：
患
者
の
身
体（
皮
膚
や
粘
膜
）に
直
接
触
る
、
病
原
体
の
付
着
し

て
い
る
と
こ
ろ（
ド
ア
の
取
っ
手
・
手
す
り
・
便
座
・
ス
イ
ッ
チ
等
）に
接
触
し
、

そ
の
手
で
口
・
鼻
・
眼
な
ど
を
触
る
こ
と
で
感
染
す
る
も
の
で
す
。

⑵
飛
沫
感
染
：
咳
・
く
し
ゃ
み
や
会
話
に
よ
っ
て
飛
ん
だ
痰
・
鼻
水
・
つ
ば
な

ど
の
飛
沫（
水
滴
）に
含
ま
れ
る
病
原
体
を
吸
入
す
る
こ
と
で
感
染
す
る
も
の
で

す
。
飛
沫
の
届
く
範
囲
は
感
染
源
か
ら
1
～
2
ｍ
程
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

⑶
空
気
感
染（
飛
沫
核
感
染
）：
飛
沫
に
含
ま
れ
る
水
分
が
蒸
発
し
、
そ
の
後
に

残
っ
た
病
原
体
が
空
間
に
浮
遊
し
て
広
範
囲
に
広
が
り
、
そ
れ
ら
を
吸
入
す
る

こ
と
で
感
染
す
る
も
の
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
、
接
触
感
染
・
飛
沫
感
染
が
中
心
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
は
、
他
人
と
２
m
程
度
の
距
離
を
と
る
こ
と
を
推
奨

し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は
飛
沫
感
染
が
多
い
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
感
染
症
を
予
防
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
で
し
ょ
う

か
。
感
染
が
成
立
す
る
に
は
、
感
染
源（
病
原
体
）・
感
染
経
路
・
宿
主（
感
染
す

る
可
能
性
の
あ
る
人
）の
3
要
因
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
感
染
予
防
に
は

以
下
の
3
つ
が
重
要
と
な
り
ま
す（
感
染
予
防
の
3
原
則
な
ど
と
も
言
わ
れ
ま

す
）。

⑴
感
染
源
対
策
：
患
者
の
隔
離
、
病
原
体
除
去
な
ど
。

⑵
感
染
経
路
の
遮
断
：
手
洗
い
、
マ
ス
ク
な
ど
。

⑶
抵
抗
力（
免
疫
）を
高
め
る（
感
染
危
険
性
の
あ
る
人
を
減
ら
す
）：
予
防
接
種

な
ど
。　

　
感
染
予
防
に
は
、
こ
の
3
原
則
が
全
て
満
た
さ
れ
る
の
が
理
想
で
す
が
、
実

際
に
は
、
ど
れ
か
1
つ
で
も
う
ま
く
対
応
で
き
れ
ば
、
か
な
り
の
予
防
効
果
は

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
予
防
も
重
要
な
点
は
全
く
同
様
で
す
。
し
か
し
、
感
染
源
対

策
に
つ
い
て
は
、
患
者
を
確
定
す
る
検
査
や
隔
離
す
る
施
設
・
病
院
の
問
題
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
す
る
方
法
の
問
題
（
こ
の
文
章
を
書
い
て
い
る

時
期
に
は
次
亜
塩
素
酸
水
の
有
効
性
に
つ
い
て
論
議
が
起
き
て
い
ま
し
た
）
な

ど
が
あ
り
、
な
か
な
か
一
筋
縄
で
は
い
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
免
疫
を
高
め
る
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が
最
も
望
ま
し
い
わ

け
で
す
が
、
有
効
・
安
全
な
ワ
ク
チ
ン
を
開
発
し
、
さ
ら
に
一
般
の
多
く
の
人

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
少
し（
か
な
り
？
）時
間
が
か
か
り
そ
う
だ

と
い
う
こ
と
は
、多
く
の
報
道
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
す
。
そ
の
点
で
、

感
染
経
路
の
遮
断
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
我
々
が
注
意
・
意
識
す
れ
ば
対
応

可
能
な
部
分
が
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
と
え
ば
、
厚
生
労
働
省
が
新
し
い
生
活
様
式
と
し
て
例
示
し
て
い
る
、「
外

出
控
え
め
」「
3
密
（
密
集
・
密
接
・
密
閉
）
回
避
」「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」「
身

体
的
距
離
の
確
保
（
で
き
る
だ
け
２
m
、
最
低
１
m
）」「
マ
ス
ク
着
用
」「
手

洗
い
」「
会
話
控
え
め
」
な
ど
は
、
十
分
に
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
緊
張
感

を
保
つ
こ
と
は
大
変
で
す
し
、
経
済
や
学
校
教
育
な
ど
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
危
険
は
ま
だ
強
く
残

っ
て
い
ま
す
。
自
分
自
身
の
た
め
、
家
族
の
た
め
、
さ
ら
に
は
社
会
の
た
め
に
、

感
染
経
路
の
遮
断
に
注
意
し
た
生
活
を
継
続
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

感
染
症
と
そ
の
予
防
に
つ
い
て

和
光
診
療
所
医
師

桜
美
林
大
学
教
授

新　
野　
直　
明



〈2〉

の
ど
が
渇
く
時
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
半
分
に
薄

め
て
飲
む
と
良
い
で
し
ょ
う
。
口
か
ら
飲
め
る
点
滴
と

称
し
た
「
経
口
補
水
液
」
な
ど
の
市
販
品
も
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

二
、
食
欲
低
下

　
夏
の
暑
さ
は
食
欲
を
低
下
さ
せ
、
食
事
を
ぬ
い
た
り
、

冷
た
い
素
麺
な
ど
だ
け
で
済
ま
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

炭
水
化
物
の
み
の
偏
っ
た
食
事
は
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
」

の
働
き
（
糖
質
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て
疲
労
を
回
復

さ
せ
る
）
が
追
い
つ
か
ず
、
夏
バ
テ
の
原
因
に
な
り
ま

す
。

▼
食
事
ポ
イ
ン
ト
▲　
夏
の
食
事
は
量
よ
り
質
。
少
な

め
で
も
１
日
３
食
、
ご
飯
や
麺
、
パ
ン
な
ど
の
主
食
だ

け
で
な
く
肉
や
魚
、
大
豆
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質
を
主
菜

に
、
夏
野
菜
や
海
草
を
副
菜
に
組
み
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

豚
肉
や
大
豆
、
う
な
ぎ
、
ほ
う
れ
ん
草
、
ゴ
マ
な
ど
は

疲
労
回
復
に
働
く
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
を
豊
富
に
含
む
た
め

お
す
す
め
で
す
。
組
み
合
わ
せ
て
、
Ｂ
１
の
吸
収
を
高

め
る
ニ
ン
ニ
ク
、
ニ
ラ
、
ネ
ギ
を
と
る
と
良
い
で
し
ょ

う
。
ス
ト
レ
ス
や
暑
さ
に
対
す
る
抵
抗
力
を
高
め
る
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
は
、
レ
モ
ン
な
ど
の
柑
橘
類
や
ト
マ
ト
、
ピ

ー
マ
ン
、
オ
ク
ラ
、
ゴ
ー
ヤ
な
ど
の
夏
野
菜
に
含
ま
れ

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
ま
す
ま
す
暑
い
夏
を
向
え
ま
す
が
、
無

理
せ
ず
、
日
ご
ろ
よ
り
水
分
を
こ
ま
め
に
と
っ
て
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心
が
け
て
下
さ
い
。

　
夏
に
な
る
と
、「
何
と
な
く
だ
る
い
」「
食
欲
が
な
い
」

な
ど
と
感
じ
る
夏
バ
テ
は
、
特
別
な
痛
み
や
重
大
な
症

状
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
ま
ま
毎
日
を
過
ご
し
が

ち
で
す
が
、
高
齢
者
に
と
っ
て
夏
バ
テ
は
非
常
に
危
険

で
す
。
夏
の
暑
さ
は
体
力
を
激
し
く
消
耗
し
、
そ
の
上
、

食
欲
が
低
下
す
る
た
め
に
栄
養
補
給
も
滞
り
ま
す
。
進

行
す
れ
ば
、
脱
水
症
や
熱
中
症
に
な
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

一
、
水
分
不
足

　

高
齢
に
な
る
と
、「
汗
を
か
い
て
な
い
か
ら
…
」「
ト

イ
レ
に
何
度
も
い
く
の
が
ね
…
」
な
ど
と
話
さ
れ
、
水

分
補
給
を
控
え
る
様
子
が
み
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
喉
の

渇
き
を
感
じ
に
く
く
な
る
た
め
、
水
分
補
給
を
積
極
的

に
行
わ
な
い
様
子
も
み
ら
れ
ま
す
が
、
じ
っ
と
し
て
い

て
も
汗
や
呼
吸
、
尿
や
便
で
一
日
２
５
０
０
㎖
の
水
分

が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
水
分
が
体
か
ら
不
足
す
る
と
血

液
が
ド
ロ
ド
ロ
に
な
り
、
血
管
が
詰
ま
り
や
す
く
な
り

脳
梗
塞
を
発
症
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

▼
食
事
ポ
イ
ン
ト
▲　
水
分
は
、
小
さ
な
コ
ッ
プ
１
杯

を
こ
ま
め
に
と
り
ま
し
ょ
う
。
最
低
で
も
、
朝
起
き
た

時
、
三
度
の
食
事
時
、
10
時
、
15
時
、
寝
る
前
な
ど
７

～
８
回
飲
め
ば
一
日
に
１
０
０
０
～
１
５
０
０
㎖
の
水

分
が
と
れ
ま
す
。
種
類
は
水
や
麦
茶
な
ど
、
カ
フ
ェ
イ

ン
を
含
ま
な
い
飲
み
物
が
お
す
す
め
で
す
。
コ
ー
ヒ
ー

や
ビ
ー
ル
な
ど
は
利
尿
作
用
が
あ
る
た
め
、
逆
に
水
分

不
足
を
招
き
ま
す
。
大
量
に
汗
を
か
い
た
時
や
ひ
ど
く

至
誠
ホ
ー
ム
キ
ー
ト
ス　
栄
養
士　

福　
井　
雅　
美　

高
齢
期
を
元
気
に
過
ご
そ
う
‼

　
　
　
専
門
職
か
ら
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
！

『
夏
バ
テ
～
原
因
と
食
事
ポ
イ
ン
ト
』

　
　
　
　
　
至
誠
ホ
ー
ム
　
統
括
事
務
局
長
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
井
裕
一

　

令
和
２
年
５
月
23
日
㈯
法
人
本
部
ま
こ
と

館
に
て
第
３
４
７
回
の
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

２
０
１
９
年
度
の
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
施
設
「
至
誠

ホ
ー
ム
オ
ン
ニ
」は
、

開
設
か
ら
介
護
職

員
の
人
員
不
足
に
よ

り
、
４
つ
あ
る
ユ

ニ
ッ
ト
の
１
つ
が

オ
ー
プ
ン
で
き
ず
、

最
初
か
ら
収
支
の
バ

ラ
ン
ス
が
マ
イ
ナ
ス

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　
そ
の
他
キ
ー
ト
ス

で
２
ユ
ニ
ッ
ト
、
ア

ウ
リ
ン
コ
で
も
３
ユ

ニ
ッ
ト
、
さ
ら
に
至

誠
特
養
で
も
空
床
が

あ
り
、
合
計
で
は
80

人
規
模
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
収

支
は
３
年
間
続
い
て

マ
イ
ナ
ス
と
な
る
と

こ
ろ
で
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
積
立

　
２
０
１
９
年
度

  
至
誠
ホ
ー
ム 

決
算
報
告

金
の
取
り
崩
し
と
、
外
部
資
金
の

借
り
入
れ
に
よ
り
当
期
の
資
金

収
支
差
額
は
１
億
４
０
０
万
円

程
度
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
人
手
不
足
の
状
況

は
続
い
て
い
ま
す
が
、
各
事
業
の

稼
働
率
を
少
し
で
も
上
げ
て
、
収

入
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
て
参

り
ま
す
。
加
え
て
、
介
護
職
員
を

中
心
と
し
た
職
員
の
負
担
を
軽

減
す
る
取
り
組
み
を
、
至
誠
ホ
ー

ム
全
体
で
行
い
ま
す
。

　

一
方
、
人
員
不
足
を
補
う
手

立
て
と
し
て
、
外
国
人
介
護
士

（
フ
ォ
ー
リ
ン
ス
タ
ッ
フ
）
の
戦

力
化
を
堅
実
に
進
め
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
留
学
生
を
介
護
専
門
学

校
に
進
学
さ
せ
、
介
護
専
門
職
員

に
育
て
る
こ
と
と
、
今
秋
か
ら

は
「
特
定
技
能
」
に
つ
い
て
も
導

入
を
図
り
戦
力
化
し
て
、
空
床
と

な
っ
て
い
る
ユ
ニ
ッ
ト
を
オ
ー

プ
ン
す
る
こ
と
を
計
画
し
、
収
支

の
改
善
に
努
め
ま
す
。

至誠ホーム借入金状況
（令和２年3月31日現在）単位：千円

福 祉 医 療 機 構
金 融 機 関
拠点区分間長期借入金
合 計

2,652,284
747,880

0
3,400,164

借入先 期末残高 介護保険事業 その他の事業 合　　計
事 業 活 動 収 入
事 業 活 動 支 出
事業活動資金収支差額
当期資金収支差額

	2,851,021	 329,562	 3,180,583
	2,806,088	 409,091	 3,215,179
	 44,933	 △ 79,529	 △ 34,596
	 11,438	 93,078	 104,516

至誠ホーム収支計算書概要
（平成31年4月1日〜令和２年3月31日）単位：千円

※本部会計を含む



鈴
木
幸
子　
　
関
根
哲
子　
　
寺
島
英
子　
　
永
野
和
江

野
村
哈
爾
美　
早
津
多
恵	

平
澤
基
幸　
　
平
田
道
子

茂
木
ハ
マ
子

【
日
野
市
】　
今
井
幸
子	

岩
下
昭
子

【
国
立
市
】　
山
本
日
向
子	

渡
部
敏
明

【
他
市
】　　
加
藤
晴
枝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

延
50
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
コ
ミ
ホ
ー
ム
）

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
オ
ン
ニ
）

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
キ
ー
ト
ス
）

【
立
川
市
】　　
柏
町
隣
人
会

池
田
三
郎　
　
池
田
靜
子　
　
斎
藤　
博　
　
田
邉
シ
ゲ
子

鶴
巻
清
子　
　
栃
木
房
義　
　
本
間
秋
子　
　
本
間
和
吉

持
丸
弘
子　
　
谷
治
晴
子

【
国
分
寺
市
】	

神
宮
路
久
枝

【
他
市
】　
横
川
澄
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
91
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
柏
セ
ン
タ
ー
）

【
立
川
市
】 　

	

浅
見
富
江　
　
飯
村　
睦　
　
篠
田
紀
子

宮
田
政
江　
　
師
岡
恵
美
子　
　
　
　
　
　
　
　

 　

延
９
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ミ
ン
ナ
）

【
国
分
寺
市
】	

栗
原
克
徳　
　
國
井
洋
子　
　
　
　
　
延
56
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
も
と
ま
ち
）

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
調
布
若
葉
）

【
調
布
市
】　	

齊
藤　
孝　
　
中
澤
禮
吉　
　
太
田
隼
介　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
５
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
調
布
柴
崎
）

（
２
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

〔
錦
〕　　
　
　
　
な
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
キ
ー
ト
ス
〕　　
な
し　
　

〔
柏
セ
ン
タ
ー
〕　
な
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
ミ
ン
ナ
〕　　
　
な
し　
　
　

〔
も
と
ま
ち
〕　　
な
し

〔
調
布
若
葉
〕　　
な
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
令
和
２
年
４
月
１
日
〜
令
和
２
年
５
月
31
日

（
１
）
体
験
学
習

錦
町
地
区

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鷹
ロ
コ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
楽
１
名（
２
日
）

計
１
名　
延
２
日
間

（
２
）
見
学
・
視
察　
　
　
　
　
　

 　
　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言
に

よ
り
、
見
学
等
の
受
け
入
れ
を
中
止

〈3〉

№ 352

福
祉
学
習
協
力

令
和
２
年
４
月
１
日
〜
令
和
２
年
５
月
31
日

CH
：
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
GH
：
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

錦
：
錦
地
区　
　
至
特
：
至
誠
特
養　
ア
：
ア
ウ
リ
ン
コ

多
：
多
摩
川
ブ
ロ
ッ
ク　
和
：
和
光
ホ
ー
ム　
ス
：
ス
オ
ミ　

キ
：
キ
ー
ト
ス
ブ
ロ
ッ
ク　

国
：
国
分
寺
ブ
ロ
ッ
ク　
調
：
調
布
地
区

　
４　
　
月

１
水　
２
０
２
０
年
度
辞
令
交
付
式

　
５　
　
月

13
水　
お
地
蔵
様
供
養

19
火　
会
計
監
査
人
監
査
報
告
・
監
事
監
査

23
土　
理
事
会

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言
の

た
め
、
行
事
が
中
止
・
延
期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
温
か
い
御
支
援
・
御
協
力
を
下
さ
い
ま
し
た
方
々
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）
　
　

令
和
２
年
４
月
１
日
〜
令
和
２
年
５
月
31
日

①
金
員
の
部

若
松
京
子　
　
春
原
盛
子　
　
新
井
セ
ツ
子　
下
東
玲
子　

濵
﨑
裕
子　
　
綿
引
紀
子　
　
古
林
昌
子　
　
寺
島
英
子　

安
藤
道
子　
　
水
田
康
子　
　
大
橋
と
し
江　
熊
澤
和
枝

樋
口
幸
子　
　
原　
忠
昭　
　
齋
藤
藤
子　
　
渡
邉
典
子　

山
下
清
超　
㈱
東
京
ボ
ン
・
サ
ン
テ 

代
表
取
締
役
社
長 

林 

守

松
村
ク
ニ
子　
安
村
善
衛　
　
安
村
サ
ヨ
子　
佐
藤
美
智
子

野
上
温
子　
　
伊
東
清
子　
　
ア
オ
キ
住
宅
機
材
販
売
㈱
代
表

取
締
役
社
長 

米
山
鐘
一　

  　
渡
辺
由
紀
子　
谷
口
一
美

片
桐
俊
子　
　
益
子
総
一
郎　
あ
ゆ
み
の
箱　
　
　
　
　
　

33
件
（
延
33
件
）

②
物
品
の
部

名
和
れ
い
子　
松
本
祥
枝　
（
一
財
）東
京
都
人
材
支
援
事
業
団

（
社
福
）東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
東
京
善
意
銀
行　
㈱
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
ア
ー
ス
研
究
所　
（
一
財
）明
治
神
宮
崇
敬
会
国
分
寺
支

部
婦
人
部　
　
義
江
明
子　
フ
ラ
ワ
ー
樹
・
橋
本
邦
子　

末
木
洋
子　
㈱
ニ
ッ
ク　
㈱
ト
レ
ン
ド
リ
ン
ク
ス　
㈱
川
原
経

営
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ふ
く
ろ
う
会
」
事
務
局　
　
堀　
岳
生

16
件
（
延
16
件
）

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
１
）
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
錦
地
区
）

【
立
川
市
】  　
大
舘
純
子　
　
木
村
千
世
子　
諏
訪
信
二

山
田
ハ
ル
江　
大
古
春
子　
　
太
田　
利　
　
佐
藤
美
智
子

感
謝
録

ホ
ー
ム
日
誌

※入居施設定員
　至誠特別養護老人ホーム 96名、至誠ホームアウリンコ 129名、至誠ホームオンニ 48名
　至誠ホームキートス 70名、至誠ホームミンナ小規模特養 29名、至誠和光ホーム 50名
　至誠ホームスオミ・ケアハウス 50名、至誠ホームスオミ・グループホーム 9名
　調布若葉ケアセンターグループホーム 18名、至誠ホームミンナ・グループホーム 18名
※サービス付き高齢者向け住宅せせらぎ 15戸　サービス付き高齢者向け住宅フラット「楽」７戸
※訪問介護は提供時間
※利用延日数

2020年度 至誠ホーム利用者状況   2020 年度ボランティア受入 / 福祉学習協力状況
　　　　　　令和２年４月〜令和２年５月

※GH：グループホーム　　※ 2：自主事業

事　業　内　容
ふれあい夕ごはん事業

利用者数
保養ステイ事業（和光）
保養ステイ事業（スオミ）
通所介護（至誠アクティブセンター）
至誠ホームアウリンコ
至誠ホームキートス
至誠ホームオンニ	
至誠ホームアウリンコ
調布若葉ケアセンター
調布柴崎ケアセンター
至誠キートスケアセンター
至誠柏ケアセンター
至誠国分寺ケアセンター
至誠コミケアセンター
至誠キートスケアセンター
至誠ホームミンナ
至誠ホームオンニ

累計４月 ５月

自主事業

短期入所
生活介護

通所介護

訪問介護

小規模多機能

特 養
施設名 事業名 一般V V体験 計 累計

至誠特別養護
老 人 ホ ー ム

至 誠 ホ ー ム
ア ウ リ ン コ

生活アクティビティ
至 誠 和 光
ホ ー ム

至 誠 ホ ー ム
ス オ ミ
至 誠 コ ミ
ケアセンター

至誠調布若葉
ケアセンター
至誠調布柴崎
ケアセンター

至 誠 ホ ー ム
オ ン ニ

至 誠 柏
ケアセンター

至 誠 ホ ー ム
ミ ン ナ

至 誠 国 分 寺
ケアセンター

特 養
通所介護

軽費老人
ホ ー ム
ケアハウス
G H
いこいの場
通所介護
G H
通所介護
特 養
ショート
看護小規模
多 機 能

特 養
通所介護
通所介護
小規模多機
能居宅介護

特 養
G H
通所介護

計
累 計

至 誠 ホ ー ム
キ ー ト ス

	 324	 277	 601
	 30	 31	 61
	 5	 0	 5
	 0	 0	 0
	 21	 20	 41
	 500	 452	 952
	 231	 217	 448
	 21	 36	 57
	 469	 440	 909
	 456	 433	 889
	 376	 376	 752
	 860	 741	 1,601
	 601	 505	 1,106
	 400	 321	 721
	 608	 527	 1,135
	 609	 688	 1,297
	 454	 465	 919
	 210	 233	 443

	 42	 0	 42	 42
	 1	 0	 1	 1
	 1	 0	 1	 1
	 5	 0	 5	 5
	 0	 0	 0	 0
	 0	 0	 0	 0
	 1	 0	 1	 1
	 0	 0	 0	 0
	 5	 0	 5	 5
	 0	 0	 0	 0
	 0	 0	 0	 0
	 0	 0	 0	 0
	 0	 0	 0	 0
	 0	 0	 0	 0
	 91	 0	 91	 91
	 0	 0	 0	 0
	 9	 0	 9	 9
	 15	 0	 15	 15
	 0	 0	 0	 0
	 41	 0	 41	 41
	 0	 0	 0	 0
	 211	 0	 211	 211
	 211	 0	 211	 211



75
才
～
…
フ
レ
イ
ル
の
予
防
（
栄
養
・
体
力
維
持
・

社
会
参
加
・
口
の
健
康
）
を
し
っ
か
り
実
践
す
る

　
「
動
か
な
い
こ
と
（
生
活
不
活
発
）」
に
よ
り
、
身

体
や
頭
の
働
き
が
低
下
し
、
歩
く
こ
と
や
身
の
回
り

の
こ
と
な
ど
生
活
動
作
が
行
い
に
く
く
な
っ
た
り
疲

れ
や
す
く
な
り
フ
レ
イ
ル
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。
２

週
間
の
寝
た
き
り
に
よ
り
失
う
筋
肉
量
は
、
７
年
間

に
失
わ
れ
る
量
に
匹
敵
す
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
粛
中
で
も
動
か
な
い
時
間
を
減
ら
し
、
ち
ょ
っ
と

し
た
運
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
で

す
。

■ 

う
つ
予
防

　

昼
間
た
っ
ぷ
り
光
を
浴
び
る
こ
と
で
、
夜
に
メ
ラ

ト
ニ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
多
く
出
て
、
不
眠
が
解

消
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
メ
ラ
ト
ニ
ン

に
は
、
鎮
静
・
催
眠
作
用
の
ほ
か
、
老
化
防
止
や
抗

が
ん
作
用
も
あ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
リ
ズ
ミ
カ
ル

な
筋
肉
運
動
（
よ
く
歩
く
、
よ
く
噛
む
、
深
呼
吸
）

を
行
う
と
、
脳
内
の
神
経
伝
達
物
質
セ
ロ
ト
ニ
ン
の

分
泌
が
高
ま
り
ま
す
。
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
分
泌
障
害
が

起
こ
る
と
、
精
神
的
不
安
定
状
態
を
き
た
す
の
で
、

日
中
身
体
を
よ
く
動
か
し
て
セ
ロ
ト
ニ
ン
が
た
く
さ

ん
出
る
よ
う
努
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

新
し
い
生
活
様
式
が
広
ま
る
中
で
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
元
気
に
活
躍
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で

と
は
違
っ
た
形
で
の
フ
レ
イ
ル
・
う
つ
予
防
を
考
え

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

立
川
市
北
部
中
さ
い
わ
い
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー	

０
４
２（
５
３
８
）２
３
３
９

立
川
市
に
し
き
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー 	

０
４
２（
５
２
７
）０
３
２
１

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
と
ま
ち	

０
４
２（
３
０
１
）５
０
０
１

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
み
き	

０
４
２（
３
０
０
）３
７
０
２

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
ん
だ	

０
４
２（
３
０
０
）２
３
３
９

調
布
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
至
誠
し
ば
さ
き	

０
４
２（
４
８
８
）１
３
０
０

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
緊
急
事

態
宣
言
が
解
除
さ
れ
１
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
地
域

の
活
動
も
感
染
拡
大
防
止
に
配
慮
し
な
が
ら
少
し
ず

つ
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
在
宅
生
活
が
長
く
な
り

体
力
や
気
力
が
弱
ま
る
方
も
多
く
な
る
の
で
は
と
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
75
歳
以
上
の
健
診
で
「
フ
レ
イ
ル
健
診
」

が
導
入
さ
れ
、
15
問
の
質
問
票
を
中
心
に
、
食
生
活

や
運
動
習
慣
、
社
交
性
と
い
っ
た
生
活
の
状
態
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、
フ
レ
イ
ル
状
態
の
方
を
早
期
に
発
見
で

き
る
よ
う
で
す
。

■ 

フ
レ
イ
ル
と
は

　
「
虚
弱
」
を
意
味
し
ま
す
。
年
齢
と
と
も
に
運
動
機

能
や
認
知
機
能
な
ど
が
低
下
し
て
、
要
介
護
状
態
と

な
る
リ
ス
ク
が
高
い
状
態
で
、
簡
単
に
言
う
と
、「
健

康
」
と
「
要
介
護
」
の
間
の
状
態
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
を
放
置
す
る
と
、
病
気
の
発
症
率
が
上
が

り
、
重
篤
化
し
や
す
い
こ
と
か
ら
死
亡
率
も
上
昇
し
、

骨
折
や
入
院
を
き
っ
か
け
に
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し

ま
う
リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。
一
方
で
、
早
め
に
気

づ
い
て
適
切
な
対
応
を
と
れ
ば
、
健
康
な
状
態
に
戻

る
こ
と
も
で
き
、
対
策
は
、
50
代
か
ら
始
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

50
才
～
64
才
…
生
活
習
慣
病
予
防
と
管
理
を
し
っ
か

り
行
う

65
才
～
…
生
活
習
慣
病
の
管
理
を
適
切
に
行
い
な
が

ら
フ
レ
イ
ル
予
防
を
始
め
る

コ
ロ
ナ
自
粛
で
の
フ
レ
イ
ル
・
う
つ
に
気
を
付
け
よ
う
！

　
国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
み
き　
松　
野　
美　
幸

お
手
紙
コ
ー
ナ
ー
を

ご
存
知
で
す
か
？

　
至
誠
ホ
ー
ム
で
は
、
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
要
望

等
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

苦
情
や
要
望
を
伝
え
た
い
と
お
考
え
の
方
は
、

至
誠
ホ
ー
ム
内
に
設
置
し
て
あ
る
「
お
手
紙
ポ
ス

ト
」
や
、
利
用
者
相
談
委
員
会
専
用
電
話
を
ご
利

用
下
さ
い
。
直
接
職
員
に
お
声
か
け
い
た
だ
い
て

も
結
構
で
す
。

　
お
手
紙
は
週
１
度
回
収
し
、
対
応
を
検
討
し
た

う
え
で
、
所
属
の
施
設
長
よ
り
回
答
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
回
答
は
施
設
の
掲
示

板
に
て
皆
様
の
見
え
る
場
所
に
公
開
し
て
お
り
ま

す
。

　
利
用
者
相
談
委
員
会
は
原
則
年
に
２
回
開
催
し

て
い
る
第
三
者
委
員
に
よ
る
専
門
委
員
会
で
す
。

そ
こ
で
は
、
お
受
け
し
た
ご
意
見
と
そ
の
対
応
に

つ
い
て
の
検
討
が
な
さ
れ
ま
す
。
頂
戴
し
た
ご
意

見
は
真
摯
に
受
け
止
め
、
ホ
ー
ム
に
と
っ
て
の
貴

重
な
ご
意
見
と
し
て
承
り
ま
す
。

　
ま
た
、
お
申
し
出
な
さ
る
方
の
ご
意
向
を
最
大

限
尊
重
し
、
個
人
情
報
の
保
護
や
場
合
に
よ
っ
て

は
第
三
者
委
員
へ
の
報
告
が
不
要
な
場
合
な
ど
の

ご
希
望
に
も
、
柔
軟
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
ご
要
望
や
苦
情
だ
け
で
な
く
こ
ん
な
点
が
良
か

っ
た
と
い
っ
た
ご
意
見
も
い
た
だ
け
れ
ば
、
よ
り

良
い
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
今
後
も
皆
様
と
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
信
頼
の
関
係
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

後
援
会
コ
ー
ナ
ー

後
援
会
費
納
入
者
ご
芳
名

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
令
和
２
年
４
月
１
日
〜
令
和
２
年
５
月
31
日

綿
引
紀
子
　
　
古
林
昌
子
　
　
吉
上
耕
平

吉
上
沙
紀
　
　
㈲
リ
ハ
ビ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス

寺
島
英
子
　
　
安
藤
道
子
　
　
水
田
康
子

蓮
見
恭
子
　
　
萩
原
千
恵
子
　
大
橋
と
し
江

寺
本
雅
信
　
　
熊
澤
和
枝
　
　
榎
本
良
一

樋
口
幸
子
　
　
佐
藤
晏
子
　
　
石
橋
京
子

清
水
悦
子
　
　
渡
辺
道
子
　
　
藤
田
三
千
代

原
　
忠
昭
　
　
酒
井
敦
子
　
　
斎
藤
藤
子

渡
邉
典
子
　
　
山
岸
勝
喜
　
　
山
下
清
超

鷲
沢
芙
美
　
　
広
木
か
ほ
る
　
㈱
東
京
・
ボ
ン
サ

ン
テ  

代
表
取
締
役
社
長  

林
　
守

松
下
近
子
　
　
山
川
俊
子
　
　
佐
藤
美
智
子

岩
木
信
幸
　
　
野
上
温
子
　
　
益
子
総
一
郎

伊
東
清
子
　
　
木
宮
和
子
　
　
木
宮
絹
枝

ア
オ
キ
住
宅
機
材
販
売
㈱ 

青
木
憲
明
　
ア
オ
キ
住

宅
機
材
販
売
㈱  

代
表
取
締
役
社
長   

米
山
鐘
一

渡
辺
由
紀
子
　
大
山
　
一
　
　
長
尾
洋
子
　
　

谷
口
一
美
　
　
片
桐
俊
子
　
　
三
橋
喜
久
　
　

伊
藤
康
子
　
　
山
岸
と
し
子
　
会
沢
喜
代
子

ク
ン
プ
ロ
ダ
ク
ト
一
級
建
築
士
事
務
所  

近
藤
親
則

大
村
洋
永
　
　
橋
本
ラ
イ
ヤ
　
松
本
美
代
子
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
53
名

　
　
≪
行
事
中
止
の
お
知
ら
せ
≫

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
点
か
ら

　
以
下
の
行
事
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

●
「
至
誠
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
」

● 

立
川
錦
地
区
・
至
誠
ホ
ー
ム
ミ
ン
ナ
「
納
涼
大
会
」

　
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
す
る
な
ど
、
検
討
を
進
め
ま

し
た
が
、
感
染
状
況
が
厳
し
く
な
り
中
止
の
判
断
に
な

り
ま
し
た
。
来
年
開
催
で
き
る
よ
う
願
っ
て
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
を
乗
り
切
っ
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
至
誠
ホ
ー
ム


